
　高知県読書バリアフリー計画について

３　高知県における取組と課題

２　障害のある方の現状 ４　基本方針と主な取組

・バリアフリー図書の充実度
・バリアフリー図書製作ボランティア登録者数
・デイジー図書再生機等貸出回数
・読書バリアフリーに関する研修等への市町村立図書館の職員参加者数
・読書バリアフリー計画を策定している市町村数
・各種会議等における関係者への周知（配布物の配付枚数）
・サピエ図書館の個人会員登録状況　　など

指標

１　高知県読書バリアフリー計画策定の趣旨等

基本方針３　【広げる・伝える】誰もが利用できる読書環境があること
　　　　　　　　　　　　　　　を知ってもらう

趣　　旨　・国の「読書バリアフリー法」第８条に基づく県計画として策定。

　　　　　・障害の有無にかかわらず、すべての県民が等しく読書を通じて、文字・活字文化を
　　　　　　享受することができる社会の実現に寄与することを目的とするもの。
対 象 者　読書が困難な方
　　　　　…視覚障害、発達障害、肢体不自由その他の障害により、読書が難しい方、寝たきりや
　　　　　　上肢に障害がある等の理由により書籍を持つことやページをめくることが難しい方
計画期間　令和６年度～令和10年度（５年間）

【バリアフリー図書】

 視覚障害者等が利用しやすい図書
◆アクセシブルな書籍
　点字図書、拡大図書、音訳図書、　
　触る絵本、ＬＬブック、布の絵
　本など
◆アクセシブルな電子書籍等
　音声読み上げ対応の電子書籍、　
　デイジー図書、オーディオブック、
　テキストデータなど

（１）バリアフリー図書の充実
　　　・バリアフリー図書の収集・製作
（２）人材の養成
　　　・点訳者・音訳者の養成

●各種手帳の交付状況（Ｒ６.３月末時点）
　・身体障害者手帳 視覚障害　  2,631人
                   肢体不自由 16,753人
　・療育手帳　　　　　         6,480人
　・精神保健福祉手帳　         7,659人
　

●読書バリアフリーサービスの利用状況（Ｒ６.３月末時点）
　・オーテピア高知声と点字の図書館の利用登録者数　　　 828人
　・サピエ図書館からの個人会員データダウンロード数　31,871回（オーテピア高知声と点字の図書館集計分）

（１）円滑な利用のための読書環境の整備、支援の充実
　　　・読書バリアフリーサービスの利用方法に関する相談対応や利用支援
　　　・拡大読書器などの読書支援機器の紹介や利用支援
（２）市町村への支援
　　　・市町村立図書館職員への読書支援機器使用方法や読書ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰに関する
　　　　研修の実施

（１）読書バリアフリーの取組の周知・普及啓発
　　　・リーフレットの配布等による計画の周知
　　　・教職員や学校図書館職員を対象とした研修会等の開催
（２）インターネットを活用したサービス提供体制の強化
　　　・サピエ図書館等のシステムの活用及び周知
（３）連携の促進
　　　・読書バリアフリーに関するネットワークの構築

※ このほか、加齢に伴う低視力、本を持つこと
   やぺージをめくることが難しい方などを含む
   読書が困難な方は数万人規模で存在する可
   能性がある。

○オーテピア高知声と点字の図書館（声と点字の図書館）
　　・バリアフリー図書の製作・貸出・読書バリアフリーサービスの普及啓発
　　・福祉施設、学校、医療機関等へのバリアフリー図書の団体貸出

　　・市町村立図書館への出前講座　・点訳、音訳等ボランティアの養成
　

　

○オーテピア高知図書館
　　・バリアフリー図書の提供　・来館困難者への宅配サービスの実施
　　・対面音訳サービスの実施　・市町村立図書館等へのバリアフリー図書の貸出
　

　

　

○市町村立図書館等
　　・バリアフリー図書の提供　・対面音訳室の設置
　

　
　　

○学校
　・バリアフリー図書の提供　・オーテピア高知図書館との連携　など
　

　

　

○福祉分野

　　・障害特性に応じた情報発信やＩＣＴの活用機会の拡大、利用支援

▶関係機関とのさらなる連携、取組についてさらなる周知が必要

▶読書バリアフリーの取組について効果的なＰＲ方法の検討が必要

▶読書バリアフリーサービスの提供に向けて様々な準備が必要

▶バリアフリー図書の充実など児童･生徒の実態に応じた取組が必要　

▶市町村等での日常生活用具等の展示や紹介機会が増えるよう周知が必要

※ 著作権法の利用制限
　　の有無によりバリア
　　フリー図書の収集を
　　行う等、役割分担する
　　とともに、連携して
　　サービスを実施　

【サピエ図書館】
目で文字を読むことが困難な
方々に対して、さまざまな情報
を点字や音声データなどで提供
するネットワーク          　

関連する県の施策　「第３期高知県障害者計画」「第四次高知県子ども読書活動推進計画」等

読書バリアフリー法（視覚障害者等の読書環境の整備に関する法律(令和元年法律第49号)）＜抜粋＞
　

　第８条　地方公共団体は、基本計画を勘案して、当該地方公共団体における視覚障害者等の読書
　環境の整備の状況等を踏まえ、当該地方公共団体における視覚障害者等の読書環境の整備の推進
　に関する計画を定めるよう努めなければならない。

基本方針１　【そろえる】　誰もが利用しやすい図書をそろえる　

基本方針２　【つなぐ】情報やサービスを必要とする人につなぐ


